
（参考図）BGLU28､BGLU30 を欠損した植物(bglu28/30)では､硫黄

が不足しても野生型株(WT)のようにはグルコシノレート量が減

少しない(左上)。同時に植物の生育が著しく抑制される(左下)。

タンパク質合成への硫黄の再分配が滞る結果､生育が阻害された

と考えられる(右)。BGLU28､BGLU30 を介したグルコシノレート分

解･硫黄の再分配が硫黄の限られた環境での植物の生長維持に不

可欠であることが分かる。 
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【お問い合わせ】 大学院農学研究院 准教授 丸山明子 

                     TEL：092-802-4712  Mail： amaru@agr.kyushu-u.ac.jp 

環境中の硫黄量に応じたグルコシノレートの分解機構を発見 

- 発ガン予防成分はアブラナ科植物の硫黄貯蔵物質！ - 

 九州大学大学院農学研究院の丸山明子准教授らの研究グループは､植物が硫黄の少ない環境に

おかれた時にグルコシノレートの分解に働く酵素として ß-グルコシダーゼ(BGLU)28､BGLU30 を発

見し､グルコシノレートの分解が硫黄の少ない環境における植物の生長維持に不可欠であること

を明らかにしました。 

硫黄は動植物の生存になくてはならない元素です。植物は硫黄を硫酸イオンとして取り込み､ア

ミノ酸やタンパク質など､人間にとって有用な化合物を合成しています。アブラナ科植物が作るグ

ルコシノレートは､病害虫を寄せつけない働きをするとともに､発ガンを予防します。硫黄の貯蔵

にも働くと考えられてきましたが､硫黄源としてリサイクルされる仕組みや植物が生存を維持す

る上でのグルコシノレート分解の役割は解明されていませんでした。  

研究グループは､硫黄が不足した時に遺伝子発現の上昇する BGLU28､BGLU30 に着目し､これらを

欠損させた植物では硫黄が不足してもグルコシノレート量が維持されることを見出しました。こ

の時､植物の生育は著しく抑制され､タンパク質中の硫黄量が減少したことから､植物の生長維持

にグルコシノレート分解が不可欠であると考えられます。環境条件に応じた植物の硫黄リサイク

ル機構､有用化合物の蓄積量調節に関する新しい発見です。アブラナ科野菜には､白菜やキャベツ､

小松菜､ブロッコリなど多くの種類があり､食べる病気予防が期待されています。この成果を作物

中のグルコシノレート量を調節する技術に活かしたいと考えています。 

本研究成果は､2020 年 2月 13 日(木)に国際学術雑誌「Plant and Cell Physiology」にオンライ

ン掲載されました。本研究は､科学研究費補助金(JP20770044､JP17H03785)､日本応用酵素協会酵素

研究助成金､特別研究員奨励費(JP16J40073)の支援を受けて行われたものです。 
 

アブラナ科植物が作るグルコシノレートは硫黄を含む代謝物で、硫黄の貯蔵や病害虫に対する防御物質とし

て働くとともに、発がん予防効果を持っています。近年、生体分子の組織内分布を可視化する手法であるマト

リックス支援レーザー脱離イオン化質量分析イメージング(MALDI-MSI)が医療分野を中心として注目されてい

ます。しかし、葉のような薄い組織を持つ植物では試料調製が困難であることから報告例が少ないのが現状

でした。研究グループは表皮を剥離した葉を用いてMALDI-MSIを行うことにより、葉の内部にある複数種のグ

ルコシノレートを可視化しました。また暗所下ではグルコシノレートが減少し、その減少には加水分解酵素

BGLU30 が関わることを明らかにしました。光条件の違いによるグルコシノレート量の調節機構に関する新し

い発見です。この発見は植物の環境適応機構を理解するだけでなく、栄養価を高めたアブラナ科野菜の作物

育種、栽培法を介しての農業の省力化や、人間の健康増進に寄与することが期待されます。本研究成果は

20xx 年 x 月 x 日午前 10 時（英国時間）に、国際学術雑誌『Scientific Reports』にオンライン掲載されます。 

研究者からひとこと：アブラナ科

植物特有の化合物であるグルコ

シノレートが飢餓や病害防除の

両方に働くというのは、リバーシ

ブルのお洋服のようにエコな仕

組みで､植物の賢さを感じます。

作物中の有用化合物（機能性化合

物）を増やすヒントがこのような

基礎研究から見出されます。まだ

まだ多様な働きを持っているか

もしれないグルコシノレート。今

後の研究成果にご期待ください。 

（丸山准教授：写真上段中央） 
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